
令和6年4月1日現在

＜短期入所生活介護サービス費＞

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

704 772 847 918 987
夜勤職員配置加算
【Ⅱ】 18
介護職員処遇改善加算
【Ⅰ】 60 65 72 77 83
介護職員等ベースアッ
プ等支援加算 12 13 14 15 16

¥838 ¥916 ¥1,003 ¥1,085 ¥1,165

＜居住費・食費＞

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第1段階

第2段階

第3段階①

第3段階② ¥1,300

第4段階

 1日あたりの利用料金目安

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

第1段階 ¥1,958 ¥2,036 ¥2,123 ¥2,205 ¥2,285

第2段階 ¥2,258 ¥2,336 ¥2,423 ¥2,505 ¥2,585

第3段階① ¥3,148 ¥3,226 ¥3,313 ¥3,395 ¥3,475

第3段階② ¥3,448 ¥3,526 ¥3,613 ¥3,695 ¥3,775

第4段階 ¥4,588 ¥4,666 ¥4,753 ¥4,835 ¥4,915

¥5,426 ¥5,582 ¥5,756 ¥5,920 ¥6,080

¥6,264 ¥6,498 ¥6,759 ¥7,005 ¥7,245

加
算

( 3 割 負 担 ）

　※食費内訳（朝食：330　昼食：520　おやつ：100　夕食：500）

(単位：円）

要介護度

合
　
計

( 2 割 負 担 ）

食
　
費

¥300

¥600

¥1,000

¥1,450

ショートステイ　輝煌の郷
利用料金のご案内

(1日あたりの単位数)

要介護度

短期入所施設サービス費

合計金額(1日あたり)
※平塚市は、5級地の地域単価(10.55円／1単位)で計算しています。上記は1割負担の場合の参考金額であ
り、負担割合が2割以上の場合には｢2｣若しくは｢3｣を乗じた額が1日当たりの施設サービス費となりま
す。

(1日あたりの利用料）

居
住
費

¥820

¥820

¥1,310

¥2,300

※連続61日以上短期入所生活介護をご利用の場合は短期入所施設サービス費が変わります。



※その他の各種加算料金

200単位

12単位

56単位

120単位

58単位

4単位

8単位

184単位

90単位

8単位 医師の指示による特別食が提供される場合。（1回につき）

3単位

4単位

100単位

200単位

【Ⅰ】 6単位
【Ⅱ】18単位
【Ⅲ】22単位

介護職員等ベースアップ等
支援加算

介護職員等の処遇改善を目的とし、介護職員一人当たり3％程度引き
上げます。

療養食加算

在宅中重度受入加算
 イ・ロ・ハ・二

利用していた訪問看護事業所に、利用者の健康管理を行わせた場
合。   イ：421単位・ロ：417単位・ハ：413単位・ニ：425単位

サービス提供体制強化加算
【Ⅰ】･【Ⅱ】･【Ⅲ】

【Ⅰ】介護職員総数のうち介護福祉士の占める割合が100分の60
以上。
【Ⅱ】介護職員総数のうち介護福祉士の占める割合が100分の50
以上。又は、看護･介護職員総数のうち常勤の者の占める割合が
100分の75以上。又は、直接処遇職員のうち勤続年数7年以上の
者の占める割合が100分の30以上。
【Ⅲ】介護職員総数のうち介護福祉士の占める割合が100分の50
以上。又は、看護･介護職員総数のうち常勤の者の占める割合が
100分の75以上。又は、直接処遇職員のうち勤続年数7年以上の
者の占める割合が100分の30以上。

認知症専門ケア加算【Ⅰ】

知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上の人が利用者の１００分の５０以上。

認知症介護実践リーダー研修修了者を認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上の人が

２０人未満の場合は１人以上、２０人以上の場合は１に、当該対象者数が１９を超

えて１０又は端数を増すごとに１を加えて得た数以上配置する。

認知症専門ケア加算【Ⅱ】

認知症専門ケア加算（Ⅰ）の要件を満たし、かつ、認知症介護指導者養成

研修修了者を１人以上配置し、事業所全体の認知症ケアの指導等を実施。

介護、看護職員ごとの認知症ケアに関する研修計画を作成し、実施をす

る。

生活機能向上連携加算
【Ⅰ】

訪問通所リハビリテーションを実施している事業所またはリハビリテー

ションを実施している医療提供施設の理学療法士等や医師からの助言を受

けることができる体制を構築し、助言を受けた上で、機能訓練指導員等が

生活機能の向上を目的とした個別機能訓練計画を作成等すること。理学療

法士等や医師は、通所リハビリテーション等のサービス提供の場又はＩＣ

Ｔを活用した動画等により、利用者の状態を把握した上で、助言を行うこ

と。【Ⅰ】は三ヶ月一回を限度に算定。

生活機能向上連携加算
【Ⅱ】

看護体制加算【Ⅱ】
看護職員の数が常勤換算方法で、利用者の数が25又はその端数を増
すごとに1以上である事。（1日につき）

送迎加算（片道） 居宅と事業所間の送迎を行う場合。（1回につき）

緊急短期入所受入加算
緊急に短期入所生活介護を受ける必要があるの者を緊急利用として
受け入れた場合。（1日につき）

【Ⅰ】を算定要件に【Ⅱ】は月単位で算定

看護体制加算【Ⅰ】 常勤の看護師を1名以上配置している事。（1日につき）

※利用料金は、要介護度・介護保険負担限度額によって異なります。また、配置基準、制度改定により
変更になることがございますので、ご了承ください。

認知症行動・心理症状緊急対応

加算

認知症の行動・心理症状が認められ、在宅での生活が困難であり、
緊急入所した場合。(1日につき）

機能訓練指導体制加算
専ら機能訓練指導員の職務に従事する常勤の看護職員等を1名以上配
置しているもの（1日につき）

個別機能訓練加算
利用者の住まいを訪問して個別の機能訓練計画を作成した上で、専
従として配置された機能訓練指導員がＡＤＬ、ＩＡＤＬの維持・向
上を目的として個別の機能訓練を実施した場合。（1日につき）

若年性認知症入所者受入
加算

医療連携強化加算

急変の予測や早期発見等のために看護職員による定期的な巡視や、
主治医と連絡取れない等の場合における対応に係る取り決めを事前
に行うなどの要件を満たし、実際に重度な利用者を受け入れた場
合。（1日につき）

※上記の｢段階｣とは、介護保険負担限度額認定証上の区分となります。介護保険負担限度額認定を受け
るには市役所への申請が必要です。

若年性認知症利用者に対してサービスを提供した場合。
（1日につき）
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